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研究成果の概要（和文）：EUエイジング研究プロジェクト "SyStemAge" やLund Stem Cell Center、シンガポー
ル大学、フランス科学国立研究センター、European Research Institute for the Biology of Ageingとの連携
を推進した。若手PIや博士研究員をハーバード大学、Lund Stem Cell Center、デューク大学、コロンビア大
学、マックスプランク研究所に長期派遣するとともに、若手研究者の短期派遣を行い、共同研究を推進した。フ
ランス科学国立研究センターやStanford大学 、シンガポール大学などからも博士研究員を招聘し、共同研究を
行った。

研究成果の概要（英文）：We initiated and promoted exchanges with EU aging research project "
SyStemAge", Lund Stem Cell Center,University of Singapore, French National Science Research Center, 
and European Research Institute for the Biology of Ageing. We supported young PIs and post-doctors 
to perform collaborative research projects at Harvard University, Lund Stem Cell Center, Duke 
University, Colombia University, and Max-Plank Institute for a long term, and also encouraged short 
visits to their collaboration partners. We also invited young researchers from University of 
Singapore, French National Science Research Center,and Stanford University to do collaborative 
studies.

研究分野：幹細胞生物学

キーワード： ステムセルエイジング　幹細胞　老化　疾患

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本学術領域研究は、我が国において老化や幹細胞、疾患研究などの領域において個別に行われていたエイジング
研究を統合し、老化を「組織幹細胞の加齢に伴う変化（ステムセルエイジング）」の観点から観察し、加齢に伴
う組織・臓器機能の劣化や疾患を体系的に理解するために新たに立ち上げたものであった。このような中、本国
際活動支援により、多くの国際連携機関と情報交換・共同研究を行うことが可能となり、様々な海外の動向を見
極めながら、高いレベルのサイエンスを実践することができたものと考えている。また、多くの若手研究者を海
外の研究機関に派遣し、次世代の研究を担う人材の育成にも成果を得ることができたことも重要な点である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 欧米や中国ではエイジング研究所が次々に設立され、多くのエイジング関連の研究プログラ
ムが開始され、加齢に伴う疾患研究が活発化している。一方、我が国においても老化研究や幹
細胞研究、疾患研究においてエイジングとの関連の研究が注目され、各分野において世界に伍
する研究が推進されてきた。しかしながら、それぞれの研究の規模は大きなものではなく、海
外と比べれば競争力に乏しい。本学術領域研究「ステムセルエイジングから解明する疾患原理」
は、このような我が国において、老化や幹細胞、疾患研究などの領域において個別に行われて
いたエイジング研究を統合し、老化を「組織幹細胞の加齢に伴う変化（ステムセルエイジング）」
の観点から観察し、加齢に伴う組織・臓器機能の劣化や疾患を体系的に理解するものである。
海外では、老化と幹細胞、疾患などを個別に研究するプロジェクトが散見されるものの、本領
域研究のような統合的なものは見当たらない。極めて先駆的な試みであり、この融合領域を国
際的に競争力の高いものに育成する必要がある。新しい領域を創出するためには、様々な海外
の動向を見極めながら、高いレベルのサイエンスを実践する必要がある。その意味からも、様々
な海外の幹細胞・エイジング・疾患研究拠点との連携・共同研究はきわめて重要であり、その
ような試みを通して、世界に認知される研究領域を作りだすことができる。 

２．研究の目的 

 本学術領域研究「ステムセルエイジングから解明する疾患原理」は、我が国において老化や
幹細胞、疾患研究などの領域において個別に行われていたエイジング研究を統合し、老化を「組
織幹細胞の加齢に伴う変化（ステムセルエイジング）」の観点から観察し、加齢に伴う組織・
臓器機能の劣化や疾患を体系的に理解するものである。この融合領域を国際的に競争力の高い
ものに育成するには、様々な海外の動向を見極めながら、高いレベルのサイエンスを実践する
必要がある。その意味からも、様々な海外の幹細胞・エイジング・疾患研究拠点との連携・共
同研究と、若手研究者を海外の研究機関に派遣し次世代研究を担う人材を育成することが重要
である。本国際活動支援はこれらの活動を支援するものである。 

３．研究の方法 

【平成２７年度】 

 EUのエイジングシステム医学研究プロジェクト "SyStemAge" の Annual meetingに総括班の
須田と連携研究員である菊繁が出席し、情報交換と共同研究の打ち合わせを行う。新規に、ポ
ストドクターの長期派遣と短期派遣、ならびに短期受入れを行うとともに、Lund Stem Cell 

Center (スウェーデン・ルンド大学) と Cancer Science Institute of Singapore (シンガポール大学) 

との連携を開始する。 

1) ポストドクターの長期派遣: 疾患の数理モデルの世界的権威である Michor 教授 (Harvard 大
学) との共同研究を推進するために、計画代表の波江野研究室のポストドクター（山本君代）
を H27 12月より 1年半派遣し、エイジングと疾患の数理モデルの研究を行う。 

2) 新規海外拠点との連携： Lund Stem Cell Center (スウェーデン・ルンド大学)の教授クラスの
研究者を招へいし、複数の研究室との情報交換とともに、共同研究の可能性を打ち合わせする。
須田が所属している Cancer Science Institute of Singapore (シンガポール大学) は既に実質的な連
携は始まっており、強化する。 

3) ポストドクターの短期派遣・受け入れ: 上記の連携機関以外に、岩間は既に幹細胞研究で高
名な Institute for Stem Cell Biology and Regenerative Medicine (Stanford 大学) 中内啓光教授と造血
幹細胞のエイジング研究で共同研究を開始し、ポスドクの短期受入れを H27 4月に行っている。
また、各計画代表もそれぞれに海外研究者との連携を行っており、連携先にポストドクターを
2 名ほど短期間派遣する予定である。 

【平成２８年度～３０年度】 

毎年、海外連携研究機関との交流・共同研究を進め、人的交流・若手育成、ならびに共同研究
論文の発表を目指す。なかでも"SyStemAge"、Lund Stem Cell Center (スウェーデン・ルンド大学) 

と Cancer Science Institute of Singapore (シンガポール大学)、Institute for Stem Cell Biology and 

Regenerative Medicine (Stanford 大学)、European Research Institute for the Biology of Ageing (オラン
ダ・フローニンゲン大学)との共同研究は強化する。 

1) ポストドクターの長期派遣: ステムセルエイジングの研究推進のために、H29 4 月から関連
研究施施設に領域代表の岩間研究室のポストドクター（小出周平）を 1年半派遣する。 

2) 海外拠点との連携："SyStemAge"の Ho 教授の招聘や本領域からの"SyStemAge" Annual 

meeting への参加を継続し、共同研究を進める。Lund Stem Cell Center (スウェーデン・ルンド大
学)と Cancer Science Institute of Singapore (シンガポール大学)の研究者を招聘し、情報交換とと
もに、共同研究について議論する。その他の連携先と高名な研究者の招聘や当領域研究者の短
期派遣も積極的に行う。 

3) ポストドクターの短期派遣・受け入れ: 連携機関との共同研究のために、毎年ポストドクタ
ーの短期派遣（4名）と受け入れ（2~3 名）を行う。 

 

４．研究成果 

当初の計画通り、EU のエイジングシステム医学研究プロジェクト "SyStemAge" の Annual 

meeting に総括班の須田と連携研究員である菊繁が出席し、情報交換と共同研究の打ち合わせを



行った。Lund Stem Cell Center (スウェーデン・ルンド大学) と Cancer Science Institute of Singapore 

(シンガポール大学)などとの連携を行うとともに、研究者の短期・長期派遣、ならびに短期受
入れを行い、活発に国際共同研究を行った。 

1) 海外拠点との連携：Lund Stem Cell Center (スウェーデン・ルンド大学幹細胞研究所)のMikael 

Sigvardssonn の招聘を含む研究室主催者の招聘を 4 回行い、本研究領域とルンド大学幹細胞研
究所の連携の強化を行った。Cancer Science Institute of Singapore (シンガポール大学) は総括班
連携研究員である須田が所属している機関であり、実質的な連携を行った。さらに、フランス
科学国立研究センター(CNRS)やオランダ European Research Institute for the Biology of Ageing, 

University Medical Center Groningen との連携も推進した。また、計画代表の共同研究先の PIを
4 名招聘し、意見交換や共同研究の打ち合わせを行った。 

2) 若手研究者の長期派遣: 疾患の数理モデルの世界的権威である Michor 教授 (ハーバード大
学) との共同研究を推進するために、計画代表の波江野研究室の博士研究員（山本君代）を 1

年半派遣した。また、Lund Stem Cell Center の三原田准教授のもとに、加齢幹細胞の研究のため
に、領域代表の岩間研究室の小出周平（博士研究員）を 1年半派遣した。さらに、公募班員川
上研究室の安藤 和則を「組織再生特異的なシスエレメントの探索と機能解析」の共同研究のた
めに、アメリカ・デューク大学 Kenneth D. Poss 教授のもとに、1年 2ヶ月派遣した。計画分
担班員横手研究室の鈴木佐和子を「グルタミン代謝を介した肥満-NASH/HCC 制御機構の解明」
の共同研究のために、Columbia 大学 Biological Science Carol Prives 教授のもとに、8ヶ月派遣し
た。公募班員高岡 勝吉を高岡が本領域で推進する「老化卵子」の共同研究のために、ドイツ マ
ックスプランク研究所 減数分裂部門Melina Schuh 博士のもとに 4ヶ月派遣した。 

3) 若手研究者の短期派遣: 公募班員である滝澤 仁（熊本大学）を H28年 2月 1-5日スイスチ
ューリッヒ大学病院血液内科 Markus G Manz教授と基礎研究部門 Cèsar Nombela-Arrieta 准教授
のもとに「炎症性因子による造血幹細胞老化のメカニズム」の共同研究のために派遣した。同
様な派遣を計 6 人行った。 

4) 若手研究者の短期受け入れ: 国際活動支援の連携先であるフランス科学国立研究センター
(CNRS)や Institute for Stem Cell Biology and Regenerative Medicine (Stanford 大学) 、シンガポール
大学がん研究所などから共同研究のために、博士研究員を招聘し、共同研究を実施した。 
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